
その離熊は惜しまれた。同年11月発行の『龍南会雑誌』（第68号）に「中川賀来先生を送る」

という文章が載っている。その著者は、教育家はその功績が大であっても一般の人々には知ら

れず、平々凡々の名の下に一生を終わるのを常とするもので、「名利汲々たるの輩焉んぞ此職

を壷すを得んや、只それ名利の汚流に超然として拮据数年、其守る処愈固く其執る処愈強きも

のに於いては、之を望むに暁天の星の如し、我中川賀来二先生の如きは真個に斯道に忠なるも

の」と述べ、さらに賀来について、「資性温厚にして着実の風あり、先生は我校独乙語の柤栄

と云ふく<、先生の薫陶を受けたる者、或は大学に入り、或は大学を卒へて社会に閼歩するも

の挙げて数ふくからず、…」とその功績を讃えた。

三高時代の彼はドイツ語科の長老として重きをなしたが、その町儒者風の|舌淡とした性格は、

東大独文科出の若い教師たちの世渡り上手とは対照的であった。しかもそうした旧タイプの教

師の人間ばなれしたところが、却って生徒たちに好かれ、忘れがたい印象を残した。賀来が亡

くなったのは1939年（昭和14）２月１日。享年80．墓は京都市左京区黒谷町30番地の瑞泉院に、

女子教育に一生を捧げた妻常子のそれと並んで建っている。

ベルリンの日高眞実

蕊
我が国で教育学専攻者にしてドイツに留学したのは、旧

まきね

高鍋藩教授日高誠実の長子・日高眞実（1864-1894）を以

て噴矢とする。彼は帝国大学で哲学を修め、大学院に入り

教育学を専攻した。明治1888年（明治21）７月選ばれて教

育学研究のため独逸国へ留学を命じられた。留学先はベル

リン大学で、３年間６学期を学んだ。明治25年２月帰国し、

高等師範学校教授兼文科大学教授に任じられた。留学中は

専門の学を究めて倦むことなく、また鋭意ドイツの教育の

現状を観察した。これが原因で遂に肺病に雇ったと伝えら

れる。さてここでは学士会月報にベルリンから寄せた日高

自身の書簡と、当時同じくベルリンに留学中だった友人た

ちの見た日高の動静の一端を紹介してみたい。

学士会月報第20号（明治22年10月）に「在伯林会員日高

眞実氏の來簡」と題して長文の手紙が載っており、種々報
留学時代の日高眞実とその友人たち-－－－－－￣－－￣￣－－…￣'．￣…

前列左から、沢柳政太郎、日高、清沢満告し意見を述べている。文明開化の国の西洋人は日本に来

之後列右から、上田方年、岡田良平ると日本は不潔とか何とか悪口を言うが、理学士佐々木忠
次郎の話よると仏国船中でコレラが発生し死者が出、マルセーユ沖の島の病院で検疫があった。

しかしその施設はお粗末で不潔であった。また自分も現にベルリンの大道で夕方から夜にかけ

て放尿する男を何人も見かけた。これが西洋流の文明開化の真相だ、と日高は怒っている。し

かるに西洋人の口まねをして得意然とした日本人がいるのは傍ら痛いことだ。田中舘愛橘理学
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士によると、通信が発達するとドイツでは大商人は田舎の別荘に住み、郵便電信電話等で番頭

たちに指示する。学者も騒がしき都会には住まず、却ってその方が良い場合が性々にしてある。

自分も帰国したらなるべくそうしたいと語っていることを紹介し、日高も賛意を表している。

村田謀太郎医学士については病気も次第に良くなり、近く静養先のハルツ山からベルリンに戻っ

てくる筈だと述べている。次いで1889年（明治22)７月22日開催の和独会⑳ことに言及している。

和独会はベルリン東洋語学校の日本語科の学生とベルリン在留の日本人が和気相合のうちに日

本語とドイツ語の練習をする会である。当夜は50人余の出席があり盛会であった。ドイツ人は

概して外国語の能力が高いとした上で、最後に日本語が大抵のところ通じるようになれば誠に

喜ばしいと述べ、それで先日和独会より招待の手紙が来たときに返事は日本語で認めたという。

大正３年11月17日には「故日高文学士満二十年祭」が青山墓地の彼の墓前で行われ、その時

の記事が学士会月報第321号（大正３年12月）に掲載された。これを読んだ工学博士の大竹多

気が同誌第324号（大正４年２月）に「故日高文学士の書翰」を寄稿、日高のベルリン時代の

独文書簡を長短６通紹介した。大竹によると、日高はベルリンでは「アーテラリー」街８番地

の日本婆さんフラウ・フォン。ラーゲルシュトレームの家に宿泊したが、大竹はここで日高と

初めて知り合い「一見十年の知己の如く、忽ち莫逆の友」となった。そしてそこで日高から理

学博士田中正平、文学博士井上哲次郎、同坪井九馬＝、法学博士金井廷などを紹介されたとい

う。日高は留学当初はまだドイツ語を話すことも、書くことも余り上手でなかったが、努力の

結果大いに進歩した。

最初に大竹が日高からもらった手紙は次のごときものであった。（明治22年１月30日付）

MeinliebesOtakechen1

ErlaubenSｉｅｍｉｒｕｍｄｅｒＵｅｂｕｎｇｗｉｌｌｅｎａｕｆｄｅｍＤｅutschenzuschreiben・Und

wennmeinSchreibendengrammatischenRegelnunddenrhetorischennachnicht

gehtzuverstehen，soahnenSiebloBs・Wenneszvveideutigist，soglElubenSie9

dassichdasschtmere，bessere，lieblichere，』apanischere，patriotischereunddas

unschudigeremeine．……………

Bitte，ｓｃｈｒｅｉｂｅｎ８ｉｅｕｎｓｓｏｏｆｔａｌｓＳｉｅｋｔｍｎeｎ．ZuweilenstossenSieausdem

RauchenlhrenKcpf，hinauflmdwerfenlhrenBlickaufBerlin-Berlinmuss

lhnenjetztzurijcksehenswerthscheinBn1FiihlenSiesichesnicht,meinOtakechen1

Iｈｒ宵utesu・kOmiSCheSFreundchenH.Ｍ,

この書に煙（Rauchen）とあるのは、工場の煙のことを指しているのであって、当時大竹は

ドイツ国内の諸工業地方を巡回していた。日高の手紙は所謂ぶっつけ書きで、少しも推敲を経

ていない文である。しかも流暢で巧まざる旨さがあり、親しさとユーモアもあ息。次の手紙に

も同様なことが言える。（同年９月17日付）

Gesternhabeich，IieberFrelmd，IhrengiitigenBrieferhalten・Ichdankelhnen

sehrfnrNachrichtiiber“TemplierungF,desAals・ＵｎｄｉｃｈｈａｂｅＤｉｃｋｅｎｓｉｎｄｅｒ
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Stelle，“Ｂｕｔｅｅｌｉｓｅｅｌ，ｔｈｅｒｅｉｓｎｏｄｏｕｔａｂｏｕｔｉｔ.'，

GesternistHerrDr、TsuboinachPragUberDresdenfortgefahrenVorgestern

AbendwareinAbschiedfestgehaltenfUrdenobenerwiihntenHerrnDr・Acht

Herrenwohntendabei、DerKochmeister，ＨｅｒｒＤｒ・Hidaka，beschiiftigtesichvom

５AbendbisbeinahelOinderKUche，bejsemerujeJgeZje6te7zKochmetste冗泓FUr

solcheinegrosseGesellschaft，denAalzubereiten，isteinmUhsamesGeschiift・

DochwarderKochmeisternichtimmindestenswiderWillenerschienen・Warum？

Ｄａｓｖｅｒｓｔｅｈｔｓｉｃｈｖｏｎｓｅｌｂｓｔ１ＨｅｒｒHof-photograhHaradawohnteauchbeL

NachdemdasFestvorUberwar，haterphotographiertdieganzeGesellschaft，

undauchsichselbsLErsagt，ｄａｓＢｉｌｄｉｓｔｇｕｔｇｅｔｒｏｆｆｅｎＵｎｄｉｃｈｇｌaube，der

KochmeisterwUrdeam6ZSyonc7zstc几aufgenommen，weilerwirklichist・Das

AufnehmenfandstattmitdemLichtdesMagneslums．（後略）

坪井九馬三がベルリン大学からプラーグ大学に転学するに際して、送別会が開かれ８人が集

まった。日高が料理を担当、ウナギの蒲焼きを作ったというが、大竹によるとその味は天下一

品だったという。「宮廷写真家・原田」と書いているが、これは当時ベルリン大学に留学してい

た内務技師の原田貞介のことだろう。原田が撮った写真ではユーモアをこめて自分（日高）が

一番美少年的に写っているだろうと自慢している。引用は省略したがこの手紙の終わりに「近

頃僕は言葉がこんな調子で出てくる、扱々、日本のゲーテやシラーが今に出来ることだろう」

と述べて、おどけている。

清浦奎吾とドイツ警察大尉へ－ン

みめぐり

東京の隅田)Ⅱ沿いの墨田区向島２丁目５－１７番地にある三囲神社は

倉稲魂命（うがのみたまのみこと）を祭神とする古い神社である。そ

の境内の奥まった一角にプロイセン警察大尉ヘーン（Heinrich

FriedrichWilhelmH6hn，1839-1892）の記念碑が建っている。明治

27年11月の日付のある「晋国警察大尉へ－ン君表功碑」と題するその

碑文は今日ではかなり風化して読みにくくなっているが、これは明治

18年から23年まで日本の警察制度や事務の改良のために貢献したへ－

ンの功績が顕著であるところから、当時警察官中の有志が拠金して建

てたもので、碑文は当時司法次官だった清浦奎吾（1850-1942）の撰

にかかるものであった。蒙額は枢密院議長で陸軍大将の山縣有朋によ

る。碑文はかなりの長文で、ヘーンの日本での功績が詳しく書かれて

唐浦は肝胆相照らす仲であったことを窺わせる。またその死を惜しむ

艇洲ＩＦ；聖』

清浦奎吾

いると同時に、ヘーンと清浦は肝胆相照らす仲であったことを窺わせる。

真`情に溢れている。
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